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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スキー用の人工常温雪であって、磁性を有する固体粒子を含む人工常温雪粒子からなり
、
　前記固体粒子の残留磁気が１０００～９０００ガウスの範囲内であり、
　前記磁性を有する固体粒子は、非磁性材料を本体として磁性材料を含む粒子であり、前
記非磁性材料は金属、有機材料、無機非金属材料のうちから選択される一種の材料であり
、
　前記磁性材料は本体としての前記非磁性材料の中に分布している
ことを特徴とする人工常温雪。
【請求項２】
　スキー場でのスキーに用いられ、勾配が異なるスキー滑走路に幅広く敷設されることを
特徴とする請求項１に記載の人工常温雪。
【請求項３】
　前記固体粒子の残留磁気が２０００～９０００ガウスの範囲内にあることを特徴とする
請求項１に記載の人工常温雪。
【請求項４】
　前記固体粒子はフェライト、強磁性材料又は希土類永久磁石材料であり、前記希土類永
久磁石材料がネオジム磁石系希土類永久磁石材料であることが好ましいことを特徴とする
請求項１～３のいずれか一項に記載の人工常温雪。
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【請求項５】
　前記固体粒子の粒径は０.１～４ｍｍであることを特徴とする請求項１～３のいずれか
一項に記載の人工常温雪。
【請求項６】
（１）非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を製造するステップと、
（２）篩により所定の粒径で前記固体粒子を選別するステップと、
（３）選別後の固体粒子を磁化するステップと、
を含み、
　前記固体粒子の残留磁気が１０００～９０００ガウスの範囲内であり、
　前記非磁性材料は金属、有機材料、無機非金属材料のうちから選択される一種の材料で
あり、
　前記磁性材料は本体としての前記非磁性材料の中に分布している
ことを特徴とする人工常温雪の製造方法。
【請求項７】
　前記固体粒子の残留磁気が２０００～９０００ガウスの範囲内にあることを特徴とする
請求項６に記載の人工常温雪の製造方法。
【請求項８】
　前記非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を製造するステップは、粉砕され
または溶融された磁性材料と、溶融された非磁性材料とを混合してから粒子化し、非磁性
材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を形成する工程を含むことを特徴とする請求項
６に記載の人工常温雪の製造方法。
【請求項９】
（１）非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を製造するステップと、
（２）篩により所定の粒径で前記固体粒子を選別するステップと、
（３）選別後の固体粒子を磁化するステップと、
を含み、
　前記固体粒子の残留磁気が１０００～９０００ガウスの範囲内であり、
　前記非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を製造するステップは、粉砕され
または溶融された磁性材料と、溶融された非磁性材料とを混合してから粒子化し、非磁性
材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を形成する工程を含み、
　前記非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を製造するステップは、本体材料
が溶融されたまま磁化し、磁場の強磁力により、本体に含まれる磁性材料を自動的に配列
して、又は極性の配向を同一とする工程を含むことを特徴とする人工常温雪の製造方法。
【請求項１０】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の人工常温雪を含むことを特徴とするスキー滑走路
。
【請求項１１】
　スキー用の人工常温雪であって、磁性を有する固体粒子を含む人工常温雪粒子からなり
、前記固体粒子の残留磁気が１０００～９０００ガウスの範囲内であることを特徴とする
人工常温雪を含むスキー滑走路であって、
　複数の永久磁石ブロックからなる強磁性層を含み、前記永久磁石ブロックは極性が一致
しているようにスキー滑走路のベース部に並べられ、人工常温雪の下方に強磁性層を形成
することを特徴とするスキー滑走路。
【請求項１２】
　前記固体粒子の残留磁気が、２０００～２３００ガウスの範囲内にあることを特徴とす
る請求項１に記載の人工常温雪。
【請求項１３】
　前記固体粒子の粒径は１～３ｍｍであることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項
に記載の人工常温雪。
【請求項１４】



(3) JP 6177329 B2 2017.8.9

10

20

30

40

50

　前記固体粒子の粒径は２ｍｍであることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記
載の人工常温雪。
【請求項１５】
　前記固体粒子の残留磁気が２０００～２３００ガウスの範囲内にあることを特徴とする
請求項６に記載の人工常温雪の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は人工常温雪、その製造方法及びそれからなるスキー滑走路に関する。特に季節
や温度に制限されないスキー用の人工雪及びそれからなるスキー滑走路に関する。該人工
雪は、勾配が異なるスキー滑走路に敷設される。
【背景技術】
【０００２】
　スキーは幅広く人気があるスポーツであるが、一定の気候条件に制限されている。例え
ば、環境温度が低くなければ天然雪が形成できない。そのため、天然雪を利用するこのス
ポーツは環境温度や季節に制限されている。特にスキー場では、環境温度、季節や積雪量
に制限されているので、スキー場の営業時間が限られ、スキー滑走路の形成コスト及び作
業量が多大である。従って、スキー場の収益にとって、これらの制限条件の影響は非常に
大きい。
【０００３】
　スキー場では、環境温度や季節の影響をできる限り低減して積雪量を向上させるために
、一般的には製雪機により水で雪を製造し、製造された人工雪でスキー滑走路を形成する
。この方法では、多大な水やエネルギーが消費され、雪の製造時間が長くてコストが非常
に高いだけではなく、依然として環境温度や季節にかなり制限されている。
【０００４】
　この主流的な方法以外に、環境温度や季節によるスキーへの影響を低減し、スキーを簡
単に楽しめるために、現在、天然雪が少ないという課題を解決するための方法は他二つあ
る。
【０００５】
　1つの方法において、有機材料粒子で水を吸収し膨張して人工雪を製造する。該人工雪
と天然雪との類似性を向上させるために、この方法において、製造中に有機架橋剤を用い
て粒子間の集合性を改良し、タルクなどの無機物質を用いて粒子の流動性を向上させる技
術案もある。この方法では、依然として多大な水が消費され、製造工程が複雑であるとと
もに、製造された人工雪の特性が理想的ではなく、水分の蒸発も課題となる。
【０００６】
　もう一つの方法において、水ではなく固体材料で、天然雪からなるスキー滑走路の特性
を模擬する。この方法において、有機粒子と固体潤滑剤を混合して人工雪を製造し、固体
潤滑剤で粒子間に一定の粘着性及び流動性を付与する技術案がある。プラスチックブラシ
などの人工設備のみでスキー時の感覚を模擬する技術案もある。このような技術案には、
ナイロンなどの高分子材料からなるブラシを傾斜路などの位置に幅広く設置し、スキーボ
ードがプラスチックブラシ上を滑る。この技術案は「歯ブラシスキー」と呼ばれることが
ある。また、各ブラシの先端を円弧状に形成し、「きのこスキー」と呼ばれる技術案もあ
る。これらの方法は雪なしスキーと総称される。天然スキーと比べ、従来技術によるスキ
ー時の感覚及び効果は相当な差があるとともに、その製造や使用は複雑であり、製造され
たスキー滑走路を天然雪を使用するスキー滑走路として使用することもできない。
【０００７】
　現在のスキー場では、水で雪を製造して積雪量を向上させる方法が主流である。上記２
つの代替方法の使用範囲は非常に限られ、大規模に使用できる人工雪の製造方法はまだ発
明されていない。そのため、天然雪の特性を効果よく模擬することができるとともに、製
造が簡単で使いやすいし、水で雪を製造する技術の代わりに大規模に使用できる技術を研
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究する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、天然雪の特性を効果よく模擬することができるとともに、製造が簡単で使い
やすいし、環境温度と季節によるスキーへの制限を大幅に軽減し、スキー場の収益を大幅
に向上させることができる人工常温雪を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　よって、本発明は、スキー用の人工常温雪であって、磁性を有する固体粒子を含む人工
常温雪粒子からなる人工常温雪を提供する。
【００１０】
　好ましくは、該人工常温雪はスキー場でのスキーに用いられ、勾配が異なるスキー滑走
路に幅広く敷設される。
【００１１】
　好ましくは、スキー時に色々な感覚を楽しめるために、前記粒子の残留磁気が１０００
～９０００ガウスの範囲内の任意の数値であってよい。具体的には２０００～９０００ガ
ウスであり、より具体的には２０００～２３００ガウスである。固体粒子がフェライトで
ある場合に、残留磁気が２０００～２３００ガウスであることは好ましい。
【００１２】
　本発明は、本発明の人工常温雪を含むスキー滑走路をさらに提供する。
【００１３】
　好ましくは、該スキー滑走路は複数の永久磁石ブロックからなる強磁性層をさらに含み
、前記永久磁石ブロックは極性が一致しているようにスキー滑走路のベース部に並べられ
、人工常温雪の下方に強磁性層を形成する。
【００１４】
　本発明は磁性材料が有する磁性により天然雪の特性を模擬する。最も重要なのは、人工
雪で以下の２つの課題を解決することができる。（１）集合可能性。即ち、雪粒子が天然
雪のように集合して所定の形状になる安定的な分布になり、勾配が異なるスキー滑走路に
付着する。（２）減衰分散性。即ち、集合して所定の形状となる人工雪は天然雪のように
外力により変形しやすく、減衰するように成形されて分散し、さらにより小さい集合体又
は単独の粒子に分散する。これはスキー時に必要な特性であり、スキーヤーへ減速、方向
制御ないし制動のための抵抗力を提供することができる。
【００１５】
　磁性を有する固体粒子の外に、固体粒子の表面性質を変更可能な材料層、例えば高分子
材料層又は金属メッキ層を付着させることにより、磁性を有する固体粒子の表面性質を変
更することができる。粒子の表面に潤滑性を付与し、粒子とスキーボードとの間の摩擦力
を小さくするとともに、天然雪粒子間、及び天然雪とスキーボードとの間の相互作用方式
をさらに模擬することができる。
【００１６】
　本発明は、
（１）非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を製造するステップと、
（２）篩により所定の粒径で前記固体粒子を選別するステップと、
（３）選別後の固体粒子を磁化するステップと、
を含む人工常温雪の製造方法をさらに提供する。
【００１７】
　好ましくは、前記方法は、前記選別ステップと磁化ステップとの間に、選別後の固体粒
子の表面に、固体粒子の表面性質を変更可能な材料層を付着させるステップをさらに含む
。
【００１８】
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　好ましくは、前記材料層は高分子材料層である。
【００１９】
　好ましくは、前記方法は、固体粒子に付着している材料層に着色するステップをさらに
含む。
【００２０】
　一方、本発明は、
（１）磁性材料を含む固体粒子を製造するステップと、
（２）篩により所定の粒径で、磁性材料を含む固体粒子を選別するステップと、
（３）選別後の固体粒子を磁化するステップと、
を含む人工常温雪の製造方法をさらに提供する。
【００２１】
　好ましくは、前記方法は、前記選別ステップと磁化ステップとの間に、選別後の固体粒
子の表面に、その表面性質を変更可能な材料層を付着させるステップをさらに含む。
【００２２】
　好ましくは、前記方法は、固体粒子に付着している材料層に着色するステップをさらに
含む。
【００２３】
　好ましくは、前記磁性材料を含む固体粒子を製造するステップは、粉砕されまたは溶融
された磁性材料と、溶融された固体粒子の本体材料とを混合してから粒子化し、磁性材料
を含む固体粒子を形成する工程を含む。
【００２４】
　好ましくは、前記非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を製造するステップ
は、本体材料が溶融されたまま磁化し、磁場の強磁力により、本体に含まれる磁性材料を
自動的に配列して、又は極性の配向を同一とする工程を含む。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明は天然雪を模擬する独創的な発明であり、以下の利点を有する。
１．天然雪の特性を効果よく模擬することができるとともに、製造が簡単で使いやすいし
、大規模に天然雪の代わりにスキー滑走路を形成することができる。
２．人工常温雪のみからなるスキー滑走路を形成することができるだけではなく、天然雪
と共にスキー滑走路を形成することもできる。
３．スキー場の営業時間を大いに延長し、雪の製造コストを大幅に低減し、スキー場の収
益を大幅に向上させることができる。本発明の人工常温雪の使用は、時期と温度に制限さ
れない。夏に敷設し、冬に天然雪で覆って、季節の遷移中に天然雪と混合してスキー滑走
路を形成することで、スキーシーズンの時間を延長することができ、四季に渡るほど延長
することもできる。特に、天然雪の量が少ない地域のスキー場において人工雪の製造に多
大な時間やコストがかかる現状を改善することができる。そして、本発明の人工雪により
、スキー滑走路の形成作業を簡素化し、人力コスト及び時間コストを低減することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の人工常温雪の一つの実施例の一つの雪粒子を示す図面である。
【図２】本発明の人工常温雪の一つの雪粒子に含まれる固体粒子の一つの実施例を示す図
面である。該固体粒子は非磁性材料を本体として磁性材料を含む。
【図３】本発明の人工常温雪からなる第１実施例のスキー滑走路を示す一部の断面図であ
る。そのうち、天然雪が本発明の人工常温雪を覆う。
【図４】本発明の人工常温雪のみからなる第２実施例のスキー滑走路を示す一部の断面図
である。
【図５】本発明の人工常温雪からなる第３実施例のスキー滑走路を示す一部の断面図であ
る。そのうち、本発明の人工常温雪の下方に永久磁石ブロックが敷設されている。
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【発明を実施するための形態】
【００２７】
　ここに記載の実施例は本発明の特定された具体的な実施形態であり、本発明の構想を説
明し、解釈して例示するものであり、本発明の実施形態及び本発明の範囲に対する制限と
見なすことができない。ここに記載の実施例以外、当業者は本願の特許請求の範囲及び明
細書に記載の内容に基づき、他の自明な技術案を採用することができる。これらの技術案
は、ここに記載の実施例をもとに、いかなる自明な入れ替え及び変更を行う技術案を含む
。
【００２８】
　本発明の図面は概略図であり、本発明の構想を説明し、各部分の形状及び相互関係を概
略に示すものである。また、閲覧及び図面作成を簡単にするのために、図示しているサイ
ズの比例が拡大され又は縮小されることがある。同一の符号で類似している部分を示す。
【００２９】
　図１は本発明の人工常温雪の一つの雪粒子１を概略に示す図面である。本発明の一つの
好ましい実施例において、人工常温雪はスキーに用いられ、複数の雪粒子１からなる。該
雪粒子１は磁性を有する固体粒子２を含み、固体粒子２の表面に、その表面性質を変更可
能な材料３が付着しており、該材料は固体粒子２の表面に白色である。付着している表面
性質を変更可能な材料層３は例えば高分子材料層又は金属メッキ層である。
【００３０】
　実際の必要によって該磁性を有する固体粒子２の粒径を設定することができる。例えば
、スキー滑走路の異なる位置に、粒径が異なる固体粒子２を使用してよい。固体粒子２の
粒径は４ｍｍより大きくてよいし、０.１～４ｍｍであってよい。より好ましくは１～３
ｍｍであってよい。さらにより好ましくは２ｍｍである。粒径範囲及びサイズが異なる上
記固体粒子からなる人工常温雪は異なる特性を有し、特に１～３ｍｍの粒径範囲が最も広
く適用され、性能も比較的に優れる。必要によって固体粒子２を球形、楕円形、三角形、
方形、不規則な多角形など任意の形状に製造してよい。
【００３１】
　なお、上記好ましい実施例における人工常温雪の固体粒子はその表面性質を変更するた
めの表面被覆層を有するが、本発明は、固体粒子にその表面性質を変更する材料層を付着
させなければならないと限らない。
【００３２】
　人工常温雪を構成する固体粒子２が磁性を有するので、これらの固体粒子の間に磁力に
より顕著な吸収力がある。よって、これらの固体粒子は集合可能性だけではなく、減衰分
散性も有する。この二種の特性は天然雪を模擬するために最も重要な特性である。集合可
能性とは、雪粒子１が天然雪のように集合して所定の形状になる安定的な分布になり、勾
配が異なるスキー滑走路に付着できる特性である。減衰分散性とは、集合して所定の形状
となる人工雪は天然雪のように外力により変形しやすく、減衰するように成形されて分散
し、さらにより小さい集合体又は単独の粒子に分散する特性である。これはスキー時に必
要な特性であり、スキーヤーへ減速、方向制御ないし制動のための抵抗力を提供すること
ができる。
【００３３】
　前記磁性を有する固体粒子２は図１に示す磁性材料粒子であってよいし（図１に示す固
体粒子２は磁性材料のみからなる）、非磁性材料を本体として磁性材料を含む粒子であっ
てよい。図２は固体粒子２のもう一つの実施例を示す図面である。この固体粒子２は非磁
性材料４を本体として磁性材料５を含む粒子である。磁性を有する固体粒子２は非磁性材
料を本体として磁性材料を含む粒子である場合に、固体粒子の非磁性材料４は金属、有機
材料、無機非金属材料のうちから選択されるいずれか一種の材料であってよい。磁性材料
５は固体粒子の本体４内に分布してよいし、固体粒子の本体４に嵌められ、又は固体粒子
の本体４に囲まれてよい。上記のように、本発明は、固体粒子の表面にその表面性質を変
更する材料層を付着させなければならないと限らない。例えば、固体粒子の本体が有機高
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分子材料である場合に、明らかであるように、固体粒子の表面にさらに有機高分子材料を
付着させることは適宜に選択できる事項に過ぎず、金属メッキ層を付着させることも適宜
に選択できる事項に過ぎない。本発明は具体的な実施形態により、固体粒子の表面にその
表面性質を変更する材料層を付着させるか否かを適宜に選択することができる。
【００３４】
　図１、図２に示す固体粒子２の磁性材料はフェライト、又はＦｅ、Ｃｏ、Ｎｉなどの強
磁性材料、又は希土類永久磁石材料であってよい。本発明に所要の磁性材料の量が大きい
ので、好ましくは、フェライト磁石材料又はネオジム磁石系希土類永久磁石材料のような
値段の低い材料を使用する。スキー滑走路が雪粒子１の集合可能性および減衰分散性への
要求を満たすように、実際の必要によって固体粒子２の残留磁気を設定することができる
。例えば、固体粒子２の残留磁気が１０００～９０００ガウス（Ｇｓ）の範囲内に設定さ
れてよいし、具体的には２０００～９０００ガウス（Ｇｓ）の範囲内に設定されてよく、
例えば３０００ガウス、又は４０００ガウスであってよい。残留磁気が強ければ強いほど
、雪粒子１の間の吸収力が強くなり、減衰分散性による減衰が大きくなる。磁性材料がフ
ェライトである場合に、好ましくは、、残留磁気が２０００～２３００ガウスであり、雪
粒子１の集合可能性および減衰分散性を活かすことができる。
【００３５】
　雪粒子の磁性材料は、例えばフェライトと希土類永久磁石材料との混合物のような異な
る磁性材料の混合物であってよい。図２に示す固体粒子２の実施例において、非磁性材料
の本体４に含まれる複数の磁性材料５は同一種類の磁性材料粒子であってよいし、フェラ
イトとネオジム磁石系希土類永久磁石材料との混合物のような異なる磁性材料の混合物で
あってよい。希土類永久磁石材料の残留磁気はフェライトの残留磁気より大きくなれるの
で、フェライトと希土類永久磁石材料とを混合することで固体粒子の残留磁気を大きくす
ることができる。つまり、固体粒子２の間の吸収力が大きくなり、人工常温雪が分散時に
より強い減衰を発生させる。固体粒子２の間の吸収力を大きくするために、磁性材料５の
極性の配向が一致しているように図２に示す固体粒子２を形成してよい。
【００３６】
　上記のように、固体粒子の表面に付着している固体粒子の表面性質を変更可能な材料層
３は高分子材料層又は金属メッキ層であってよい。前記高分子材料はプラスチック、塗料
又は高分子基複合材料である。より具体的に、前記高分子材料はポリエチレン（ＰＥ）、
ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）又はポリウレタンである。高分子材
料層は焼付けワニスであってよい。固体粒子の外に固体粒子の表面性質を変更可能な材料
層を付着させることにより、磁性を有する固体粒子の表面性質を変更することができる。
粒子の表面に潤滑性を付与し、粒子とスキーボードとの間の摩擦力を小さくするとともに
、天然雪粒子間、及び天然雪とスキーボードとの間の相互作用方式をさらに模擬すること
ができる。
【００３７】
　また、白色以外に、本発明の人工常温雪を他の色に製造してよい。特に、高分子材料を
使用することで、確実に着色することも簡単になり、粒子が赤、青、緑など様々な色を有
するようになる。これにより、人工雪の適用性が改善され、スキーヤーの視覚感覚を向上
させて楽しさを向上させることができる。
【００３８】
　本発明の人工常温雪は保存も使用も非常に便利であり、単独でスキー滑走路を形成して
よいし、天然雪とともにスキー滑走路を形成してよい。そして、本発明の人工常温雪は水
を使用しないとともに、性質が不安定な物質を使用せず、環境には非常に優しい。
【００３９】
　図３は本発明の人工常温雪と天然雪とからなる第１実施例のスキー滑走路を示す一部の
断面図である。図３において、天然雪６は本発明の人工常温雪７を覆い、本発明の人工常
温雪７はベース部８に積もられている。ベース部８として天然敷地又は人工敷地が挙げら
れる。図示しているように起伏があるスロープに形成されたので、天然雪６と人工常温雪
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７とは勾配があるスキー滑走路を構成する。天然雪６と人工常温雪７とは０度も含む勾配
が異なるスキー滑走路を構成する。本実施例のスキー滑走路において、天然雪６の代わり
に、大量の人工常温雪７を使用し、天然雪６の使用量が大幅に減少したが、天然雪のみか
らなるスキー滑走路と比べ、スキー時の感覚はほとんど同じである。また、従来技術と比
べ、人工常温雪７でスキー滑走路を形成することにより、スキー滑走路の形成作業は非常
に簡素化されて便利になる。
【００４０】
　図４は本発明の人工常温雪のみからなる第２実施例のスキー滑走路を示す一部の断面図
である。図３に示す実施例との相違点は、第２実施例において天然雪を全く使用せず、人
工常温雪７がベース部８に積もられてスキー滑走路を構成することである。このようなス
キー滑走路は全く時間と温度に制限されない。
【００４１】
　なお、図３に示す実施例において、天然雪６は人工常温雪７を覆ってスキー滑走路を構
成するが、天然雪６を人工常温雪７と均一又は不均一に混合してスキー滑走路を構成して
よい。即ち、天然雪と本発明の人工常温雪によりスキー滑走路を形成する実施形態は様々
あり、必要性及び実際の状況によって天然雪と人工常温雪の比例や敷設方式を設定するこ
とができる。
【００４２】
　図５は本発明の人工常温雪からなる第３実施例のスキー滑走路を示す一部の断面図であ
る。
【００４３】
　図３に示す実施例と比べ、第３実施例のスキー滑走路は複数の永久磁石ブロック９から
なる強磁性層を含み、前記永久磁石ブロック９は極性が一致しているようにスキー滑走路
のベース部８に並べられ、人工常温雪７の下方に強磁性層を形成する。人工常温雪７を構
成する雪粒子１は永久磁石ブロック９の強磁力により、極性の配向が自動的に配列でき、
雪粒子１の極性の配向ができる限り一致しているようになれる。よって、雪粒子１の間の
吸収力が強くなり、雪粒子１同士間により強い分散抵抗力が発生できる。上記のように、
減衰分散性は本発明の人工常温雪が模擬している最も重要な特性の1つであり、雪粒子１
の間におけるより強い分散抵抗力により、より大きな減衰分散性への要求を満たすことが
できる。永久磁石ブロック９からなる強磁性層のサイズはスキー滑走路表面のサイズとほ
ぼ同一であってよいし、必要に応じてスキー滑走路表面のサイズより小さくしてよい。永
久磁石ブロック９は例えば１０ｃｍ×１０ｃｍの正方形であってよい。
【００４４】
　以下、本発明の人工常温雪の製造方法に関する実施例を説明する。
【００４５】
　前記固体粒子２が磁性材料のみからなる本発明の人工常温雪は、以下のステップを含む
方法で製造することができる。即ち、
（１）粉砕装置で磁性材料を固体粒子に粉砕するステップと、
（２）篩により所定の粒径で固体粒子を選別するステップと、
（３）選別後の固体粒子の表面に、その表面性質を変更可能な材料層を付着させるステッ
プと、
（４）前記材料層が付着している固体粒子を磁化するステップと、
を含む人工常温雪の製造方法である。
【００４６】
　なお、固体粒子の表面に、その表面性質を変更可能な材料層を付着させる必要がない場
合に、上記方法は上記ステップ（３）を含まない。
【００４７】
　前記材料層が高分子材料層であることが好ましく、金属メッキ層であってよい。
【００４８】
　さらに、上記方法は、固体粒子に付着している材料層に着色するステップを含んでよい
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【００４９】
　本発明の人工常温雪の固体粒子２は前記非磁性材料を本体として磁性材料を含む粒子で
ある場合に、その製造方法は以下のステップを含む。即ち、
（１）非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を製造するステップと、
（２）篩により所定の粒径で、非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子を選別す
るステップと、
（３）選別後の固体粒子を磁化するステップと、
を含む人工常温雪の製造方法である。
【００５０】
　さらに、製造された固体粒子の表面性質を変更する必要がある場合に、上記方法は前記
選別ステップと磁化ステップとの間に、選別後の固体粒子の表面に、表面性質を変更可能
な材料層を付着させるステップを含んでよい。
【００５１】
　さらに、上記方法は、固体粒子に付着している材料層に着色するステップを含んでよい
。
【００５２】
　非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子２を製造するときに、固体粒子の本体
は金属、有機材料、無機非金属材料のうちから必要に応じて選択される材料であってよい
。好ましくは、粉砕されまたは溶融された磁性材料と、溶融された本体材料とを混合して
から粒子化してなる、非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子である。固体粒子
の本体が有機高分子材料である場合に、前記記載を参照すると、選別後の固体粒子の表面
に、その表面性質を変更可能な材料層を付着させるステップは必要ではない。
【００５３】
　非磁性材料を本体として磁性材料を含む固体粒子の間の分散減衰を大きくするために、
即ち固体粒子の間の吸収力を大きくするために、粉砕されまたは溶融された磁性材料と、
溶融された本体材料とを混合してから粒子化する工程に、好ましくは、本体材料が溶融さ
れたまま磁化し、磁場の強磁力により、本体に含まれる磁性材料を自動的に配列して、又
は極性の配向を同一とする。
【００５４】
　上記二種類の製造方法において、所要の固体粒子の粒径によって篩のメッシュを設定し
てよい。例えば、４～１０目であってよいし、より具体的には、５、８、９目等であって
よい。
【００５５】
　本発明の人工常温雪により、天然雪の特性を効果よく模擬することができるとともに、
製造が簡単で使いやすいし、スキー滑走路の形成作業を簡素化して大規模に天然雪の代わ
りにスキー滑走路を形成することができる。従って、環境温度と季節によるスキーへの制
限を大幅に軽減し、スキー場の営業時間を延長してスキー場の収益を大幅に向上させるこ
とができる。
【００５６】
　以上、本発明の人工常温雪の実施形態を説明した。上記のように、本発明の人工常温雪
の形状、サイズなどの具体的な特徴は、上記特徴の作用によって設定することができる。
このような設定は全て当業者が実行できる事項である。また、当業者は上記各実施形態の
特徴を組み合わせて変更することができて、本発明の目的が実現できればよい。本発明の
保護範囲は、本願の特許請求の範囲に準ずる。
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